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３
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40
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橋
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催
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☆
お
知
ら
せ
・
新
入
会
員
紹
介
・
編
集
後
記
・
比
刀
祢
編
集
委
員

前
橋
市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
記
念
号　

│
も　

く　

じ
│

表　

紙
：「
広
瀬
川
」

撮　

影
：
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社

「
創
立
40
周
年
記
念
の
つ
ど
い
」延
期
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
１
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）、

昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
（
前
橋
市
民
文
化

会
館
）
に
お
い
て
予
定
し
て
い
た
前
橋
市
文
化

協
会
「
創
立
40
周
年
記
念
の
つ
ど
い
」
は
、
急

激
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

鑑
み
、
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
こ
の
「
創
立
40
周
年
記
念
の
つ
ど
い
」

の
開
催
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に

様
々
な
企
画
・
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
礎
と
し
て
新
た
に
仕
切
り
直
し
、
多
く

の
皆
様
と
と
も
に
、
文
化
協
会
創
立
40
周
年
を

お
祝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
日
程

は
令
和
５
年
３
月
25
日
（
土
）
〜
27
日
（
月
）、

昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
（
前
橋
市
民
文
化

会
館
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
都
よ
り
か
へ
り
く
る
ま
の
里
人
は
、

ひ・

・

・

と
ね
が
は
を
ば
渡
ら
ざ
ら
な
む
」（
夫

木
和
歌
抄
）
今
の
利
根
川
の
流
れ
に
対

し
、
元
の
流
れ
す
な
わ
ち
、
今
の
広
瀬
川

を
「
比・

・

・

刀
祢
川
」
と
い
っ
た
。
こ
の
流
れ

は
前
橋
文
化
の
源
流
と
も
い
え
よ
う
。
い

よ
い
よ
の
発
展
を
願
い
名
付
け
る
。

（
昭
和
57
年
３
月
１
日
発
行
「
比
刀
祢
」

創
刊
号
よ
り
）

「
比
刀
祢
」の
い
わ
れ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
68
号
）

令
和
４
年
３
月
15
日　

印
刷

令
和
４
年
３
月
31
日　

発
行

発
行　

前

橋

市

文

化

協

会

編
集　

会
報（
比
刀
祢
）編
集
委
員
会

　
　

前
橋
市
南
町
３

│

62

│

１

　

（
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
内
）

　
　

電
話
０
２
７
│
２
８
９
│
６
５
２
１

印
刷　

朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社

編

集

後

記

　

今
年
度
は
、
前
橋
市
文
化
協
会
設
立

40
周
年
記
念
特
別
号
を
お
届
け
致
し
ま

す
。
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
の

事
業
が
多
い
中
、
市
民
芸
術
文
化
祭
で

は
舞
台
部
門
他
い
く
つ
か
開
催
で
き
、

ま
た
40
周
年
記
念
に
向
け
て
、
各
部
会

等
に
準
備
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
文
化

活
動
を
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
時
代
に

沿
っ
た
形
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
発
信
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

三
村　

悦
子　

会
報
（
比
刀
祢
）
編
集
委
員

委
員
長　
　

三
村
悦
子

副
委
員
長　

今
井　

妙

委　

員　
　

工
藤
弘
子　

田
中
寿
々
夢

演劇部会
　劇団ザ・マルク・シアター� 代表者　生方　保光（R３.７～）
粕川支部
　ノアメリア� 代表者　穴原　香里（R４.３～）

邦楽部会
　光山会群馬県支部� 代表者　小野木雅紀（R３.９～）

新入会員紹介　～令和３年度加入～

ひ　
　
　

と　
　
　

ね

※群馬県文化奨励賞
　　中嶋　俊明　（八木節部会）

※前橋市教育文化功労者表彰
　　新井扶美子　（民族舞踊部会）
　　伊藤ツヤ子　（大胡支部）
　　工藤　弘子　（俳句部会）
　　原　與志美　（粕川支部）

※前橋市社会教育活動功労者表彰
　　石関　雅幸　（富士見支部）
　　今井　　妙　（俳句部会）
　　須藤　幸子　（邦楽部会）
　　寺澤　昌佑　（写真部会）
　　平山　　勇　（短歌部会）

お　知　ら　せ
　このたび下記の方々が栄誉を受けました。ここに紹介しお祝い申し上げます。今後、益々のご活躍を祈念いたします。
（敬称略・50音順）

比
刀
祢

創立40周年記念のつどい
〜今こそつなぎ広げ深めよう 前橋文化の輪！〜

開催予定日：令和５年３月25日〜27日

会　　　場：昌賢学園まえばしホール
　　　　　　　　（前橋市民文化会館）
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前
橋
市
文
化
協
会
は
、
昭
和

56
年
（
１
９
８
１
年
）
の
創
立
か

ら
数
え
て
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
誌
「
比
刀
祢
」
も
創
刊
以

来
40
年
間
に
わ
た
り
継
続
し
て

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
前
橋
市
民
文
化
会
館
」

は
昭
和
57
年
（
１

９
８
２
年
）
に
竣
工

し
、
以
来
、
前
橋

市
の
芸
術
文
化
活

動
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

創
立
以
来
40
年

間
に
わ
た
り
、
精

力
的
に
芸
術
文
化

活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
会
員
の

皆
様
、
そ
れ
を
支
え
る
市
当
局

や
市
議
会
、
文
化
協
会
の
活
動

に
協
賛
す
る
多
く
の
方
々
の
手

厚
く
、温
か
い
支
援
に
対
し
て
、

改
め
て
心
か
ら
の
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
橋
市
文
化
協
会
に
と
っ
て

令
和
２
年
か
ら
３
年
に
か
け
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ

の
対
応
の
た
め
多
く
の
活
動
や

展
示
、舞
台
発
表
の
場
が
失
わ
れ
、

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
会
員
の
文
化
芸
術

へ
の
熱
い
思
い
と
姿
勢
は
少
し

も
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
に
開
催
す
る
予

定
で
あ
っ
た
「
創
立
40
周
年
記

念
の
つ
ど
い
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
に
伴
う
安
全
対
策
の
た
め
、

来
年
度
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
前
橋
の
文
化
芸
術

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
多

く
の
会
員
や
市
民
の
皆
様
の
参

加
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
橋
市
文
化
協
会
の
最
近
の

10
年
間
の
事
業
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
平
成
24
年
に
前
橋
市

制
１
２
０
周
年
事
業
と
し
て
臨

江
閣
を
会
場
に
始
め
ら
れ
た

「
ま
え
ば
し
和
の
文
化
の
集
い
」

が
あ
り
ま
す
。平
成
29
年
に
は
、

臨
江
閣
改
修
記
念
事
業
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
し
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
賛
同

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
な
変
革
を
伴
っ

た
事
業
と
し
て
は
、
平
成
30
年

に
前
橋
市
民
文
化
会
館
の
２
階

に
「
前
橋
市
文
化
協
会
事
務
局
」

を
開
設
し
、
事
務
局
長
以
下
３

人
体
制
の
新
た
な
運
営
組
織
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

現
在
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
情

報
化
社
会
の
進
展
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し

た
生
活
様
式
へ
の
配
慮
な
ど
、

芸
術
文
化
活
動
を
進
め
る
上
で

の
多
様
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

前
橋
市
文
化
協
会
は
、
今
後
も

一
つ
一
つ
の
課
題
に
果
敢
に
取
り

組
み
、
芸
術
文
化
活
動
に
親
し

む
こ
と
の
楽
し
さ
や
人
と
人
と

の
交
流
の
大
切
さ
を
年
代
を
超

え
て
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

前
橋
市
は
、
令

和
３
年
に
前
橋
市

文
化
振
興
基
本
方

針
を
策
定
し
、
こ

れ
か
ら
の
前
橋
の

郷
土
に
愛
着
を
感

じ
、
地
域
の
内
外

に
誇
れ
る
前
橋
の

文
化
の
継
承
と
創

造
を
視
点
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
前
橋
市
文
化

協
会
の
運
営
と
活
動
は
基
本
方

針
の
実
践
の
場
で
あ
り
ま
す
。

創
立
40
周
年
を
迎
え
、
今
後
な

お
一
層
、
文
化
を
つ
な
ぎ
・
広

げ
る
芸
術
文
化
活
動
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

前
橋
市
文
化
協
会
・
創
立
40
周
年
を
迎
え
て

前
橋
市
文
化
協
会　

会
長　
　

清
水
　
和
夫
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こ
の
た
び
、
前
橋
市
文
化
協
会
が
創

立
40
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は

誠
に
喜
ば
し
く
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

前
橋
市
文
化
協
会
の
皆
様
に
は
、
昭

和
56
年
の
創
立
以
来
長
き
に
わ
た
り
前

橋
市
民
芸
術
文
化
祭
や
ふ
れ
あ
い
体
験

等
を
通
じ
て
、
本
市
の
芸
術
文
化
振
興

に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
歴
代
の
会
長
を
は
じ
め
会

員
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
く

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
移
行
な
ど
私
た

ち
の
暮
ら
し
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る

昨
今
に
お
い
て
、
心
の
豊
か
さ
や
潤
い

の
源
と
な
り
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
芸
術

文
化
活
動
へ
の
期
待
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
文
化
に
親
し
む
機
会
は
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
世
代
に

と
っ
て
の
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
生
活

　

前
橋
市
文
化
協
会
が
創
立
40
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
議
会
を
代
表
し

て
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
歴
代
の
会
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
役
員
各
位
、
そ
し
て
会

員
の
皆
様
方
の
文
化
事
業
に
対
す
る
た

ゆ
み
な
い
熱
意
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

芸
術
文
化
活
動
に
お
い
て
も
様
々
な
制

限
が
生
じ
困
難
な
時
期
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
日
々
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
、

地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
の
継
承
・

発
展
の
た
め
ご
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す

皆
様
の
熱
意
や
思
い
は
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
な
る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
皆
様
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
さ
れ
る
「
前
橋
市
民
芸
術
文
化

祭
」
は
、
前
橋
市
文
化
協
会
主
催
の
も

と
今
年
で
45
回
目
を
数
え
ま
す
。ま
た
、

に
一
層
の
希
望
を
も
た
ら
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

本
年
、
市
制
施
行
１
３
０
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
る
本
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
昨
年
３
月
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
「
前
橋
市
文
化
振
興
基
本
方
針
」

の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
と
協

働
し
郷
土
に
愛
着
を
感
じ
地
域
の
内
外

に
誇
れ
る
文
化
の
振
興
に
な
お
一
層
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
貴
協
会
の
果
た
す
役

割
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
皆
様
に
は
創

立
40
周
年
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、

新
た
な
芸
術
文
化
の
発
展
や
交
流
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
期
待
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
前
橋
市
文
化
協
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
と

い
た
し
ま
す
。

市
制
１
２
０
周
年
に
始
ま
り
ま
し
た

﹃
和
の
文
化
の
集
い
﹄
は
、
本
年
の
市

制
１
３
０
周
年
と
と
も
に
第
10
回
を
迎

え
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
市
民
が
前
橋
の
文
化
に
親
し
む
機

会
の
創
出
や
、
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
を

は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
世
代
に
向
け
た

活
動
は
、
前
橋
の
芸
術
文
化
の
推
進
に

お
い
て
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
り
、
生

活
に
一
層
の
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
芸
術

文
化
活
動
に
携
わ
る
皆
様
が
、
活
動
の

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
今
後
と
も
積
極
的
に
ご
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、
本
市
の
芸
術
文
化
を
守
り
育

て
て
こ
ら
れ
た
前
橋
市
文
化
協
会
が
、

今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
と
と
も

に
、
会
員
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

創
立
40
周
年
を
祝
し
て

前
橋
市
長　
　

山
本
　
龍

創
立
40
周
年
を
記
念
し
て

前
橋
市
議
会　

議
長　
　

横
山
　
勝
彦
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こ
の
た
び
、
前
橋
市
文
化
協
会
創
立

40
周
年
記
念
誌
の
発
行
に
当
た
り
、
一

言
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
を
迎
え
て
ま
も
な
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
席
巻
し
、
多
く

の
人
々
が
先
の
見
え
な
い
不
安
を
抱
え

な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
一
層
、
人
と
人
、
心
と
心

の
繋
が
り
の
大
切
さ
が
実
感
さ
れ
、
皆

様
と
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
念
じ

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
下
の
文
化
協
会
に
は
２
千

４
百
余
り
の
団
体
が
加
盟
し
、
４
万
９

千
人
超
の
会
員
が
、
地
域
文
化
活
動
の

中
心
と
し
て
御
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
文
化
は
日
々
の
生
活
に
ゆ
と
り

と
潤
い
を
も
た
ら
し
、
心
豊
か
に
過
ご

す
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
多
く
の
県

民
が
関
心
を
高
め
る
中
、
鑑
賞
だ
け
で

な
く
創
作
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

地
域
に
密
着
し
た
文
化
協
会
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
で
は
、
広
域
に
わ
た
る
文

化
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
９
年

度
か
ら
「
群
馬
県
地
域
文
化
祭
」、
平

成
15
年
度
か
ら
は
「
地
域
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

お
陰
様
で
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

　

前
橋
市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
40
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
会
員
相
互
に
技
術
や

感
性
を
磨
き
、
切
磋
琢
磨
し
て
本
市
の

芸
術
文
化
の
根
幹
を
担
い
、
時
に
は
困

難
を
乗
り
越
え
、
今
日
ま
で
活
動
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、
誠
に
御
同
慶
の
至
り

で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
に
は
、
前
橋
市
文
化

協
会
の
事
務
局
が
、
昌
賢
学
園
ま
え
ば

し
ホ
ー
ル
（
前
橋
市
民
文
化
会
館
）
の

二
階
に
開
設
さ
れ
、
事
務
局
の
体
制
も

新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
近

年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
も
強
化
さ

れ
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
な
が
ら
、
本

市
の
芸
術
文
化
振
興
の
中
心
的
役
割
を

果
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
の
新
し
い
技
術
革
新
を
効
果
的
に

取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
文
化
協
会
に
馴

染
み
の
な
か
っ
た
層
に
も
、
気
軽
に
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
増

え
た
な
ら
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

個
性
豊
か
な
文
化
の
創
造
や
、
地
域
文

化
の
振
興
・
交
流
の
一
助
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
未
来
を
展
望
す
る
と
き
、
地

道
な
日
々
の
精
進
が
絶
え
間
な
く
続
く

こ
と
に
、
非
常
に
心
強
い
も
の
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

前
橋
市
に
は
、
近
代
日
本
の
面
影
を

残
す
文
化
財
が
残
っ
て
い
ま
す
。
初
代

群
馬
県
令
「
楫
取
素
彦
」
の
呼
び
掛
け

で
建
て
ら
れ
た
迎
賓
館
「
臨
江
閣
」は
、

平
成
30
年
８
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
百
名

山
で
、
古
く
か
ら
郷
土
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
き
た
名
山
「
赤
城
山
」
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
地
域
に
伝
わ
る
祭

り
行
事
は
今
な
お
人
々
の
暮
ら
し
の
中

に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
環

境
の
下
で
、
さ
ら
に
皆
様
の
文
化
芸
術

活
動
が
発
展
し
、
伝
統
文
化
が
継
承
さ

れ
て
ゆ
け
ば
、
よ
り
一
層
前
橋
の
魅
力

が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
前
橋
市
文
化
協
会
会
員
の

皆
様
が
こ
の
創
立
40
周
年
を
機
に
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
の
上
に
立
ち
、
新
た
な

創
作
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

前
橋
市
の
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
今
ま
で

通
り
の
活
動
を
そ
の
ま
ま
続
け
る
こ
と

が
難
し
く
、
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
終
息
の
目
途
が

立
た
な
い
中
で
、
私
た
ち
は
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
を
新
た
な
生
活
様
式
を
前
提

に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
試
練
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
ま
で

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
新
し
い
取
組
を

始
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
考
え
る

べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
文
化
協
会
の
皆

様
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
本
市
の
芸

術
文
化
活
動
の
普
及
、
発
展
に
、
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
前
橋
市
文
化
協
会
の
益
々

の
ご
発
展
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

前
橋
市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
記
念
誌
の
発
行
に
寄
せ
て

群
馬
県
文
化
協
会
連
合
会　

会
長　
　

塚
越
　
応
鐘

前
橋
市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
に
寄
せ
て

前
橋
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　
　

吉
川
　
真
由
美



音　楽　部　会
　音楽部会は、前橋市民音楽連盟加盟団体で構
成されており、春は音楽連盟主催の「前橋市民
音楽祭」を開催。秋季は「市民芸術文化祭」に参
加し、加盟団体による器楽演奏や混声合唱・女
声合唱を演奏し、音楽文化の素晴らしさを市民
の皆様と堪能する場を設けています。

書　道　部　会
　創立40周年を迎えた当協会の歴史に心温まる思
いと誇らしさを感じております。
　記念展では、10支部の代表の先生方に出品を頂く
ことにしました。日頃より鍛錬を重ねておられる漢
字、かな、前衛書、近代詩文書など多彩な作品で創立
記念を祝いたいと思います。

美　術　部　会
　美術部会は、もくめの会（仏像彫刻）・大胡陶
芸クラブ（陶芸作品）・群馬美術家連盟（日本
画、洋画、建築）の3団体、会員約100人の部会
です。主な行事は、前橋市民芸術文化祭・美術
部会主管の作品展を昌賢学園まえばしホール
の大展示ホールで盛大に行っております。美
術部会に入会希望の方は、☎027-283-2745 
部会長山口までご連絡ください。

バ　レ　エ　部　会
☆美の総合芸術☆　バレエ！
　その魅力が多くの方へ伝わり、楽
しんでいただける舞台を創る為に
活動しています。

歴　史　部　会
　部会は、前橋市内で歴史に関係する学習団
体で構成されています。各学習団体の情報交
換で学習内容の向上を図ることを目標とし
ています。市民芸術文化祭に際して年一回歴
史講演会を開催しています。 大　正　琴　部　会

　大正琴は、日本で発明され大正元年、全
国で一斉に発売されました。哀愁ある音
色は、多くの人々の心をとらえ爆発的人
気を得たそうです。鍵盤があるので、音を
正確に出すことができ、初心者でも演奏
可能です。前橋市文化協会員として各会
員と交流をはかり、発展させていきたい
と思います。

茶　道　部　会
　茶道は一碗の茶を点て、客をも
てなすため、部会９流派のイベン
トを休止中です。令和４年度再開
の予定では、春に「前橋市民芸術文
化祭」参加の大茶会、秋に「まえば
し和の文化の集い」参加茶席を臨
江閣で、また、小中学生対象の「ふ
れあい教室」等の運びです。

映　像　部　会
　映像作品づくりは、「おや・まあ・なるほど」をモットーに。
素材の設定・構成・撮影・編集・BGM・語りにこだわり、見
て楽しく心に残る作品づくりに挑戦しています。

写　真　部　会
　写真部会は、7団体の支部により構成され、各支部独自の活
動をしている。
　人生100年時代と言われる昨今、写真を撮るという事は、楽し
く健康寿命を延ばす上でも、心技体を鍛える上でも、カメラさえ
あれば老若男女問わず誰でも出来る芸術活動だと考えている。

華　道　部　会
　前橋いけばな作家協会は、70年以上の歴史を
持ち、現在13流派の会員で構成し、前橋市文化
協会の華道部会として前橋市民芸術文化祭・和
の文化の集い・ふれあい体験事業等への参加。
前橋駅には1年を通して飾り花を展示。華道に
興味のある方ご入会をお待ちしています。

郷 土 芸 能 部 会
　前橋市郷土芸能連絡協議会は、郷土芸能を
発掘・保存・伝承し、市民文化の高揚を図るた
め、昭和55年に発足しました。
　神楽・獅子舞・囃子・古謡・語り物等の部会に
分かれ、毎年郷土芸能大会を開催しています。

八　木　節　部　会
　前橋八木節協会は、昭和56年に結成され、現
在は八木節を愛する22の団体から成ります。
各地区のお祭りや前橋まつり・市民芸術文化
祭・元旦の実業団駅伝など各種イベントに参加
し、八木節の振興と後継者育成を通じ明るく楽
しく元気な前橋づくりを目指しています。

俳　句　部　会
俳句短冊展
　日頃の作品を作者の手で短冊に
致しました。身の回りでの四季の
移り変わりや実生活での体験を表
現致しました。

邦　楽　部　会
　今回は、日本舞踊・詩吟との コラボレーションとなります。
“四季の彩”を共通の演目選び としました。
　日本人の心の内にある感性 を味わってください。

イロドリ
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文化活動、ここが魅力！

前橋文化協会



音　楽　部　会
　音楽部会は、前橋市民音楽連盟加盟団体で構
成されており、春は音楽連盟主催の「前橋市民
音楽祭」を開催。秋季は「市民芸術文化祭」に参
加し、加盟団体による器楽演奏や混声合唱・女
声合唱を演奏し、音楽文化の素晴らしさを市民
の皆様と堪能する場を設けています。

書　道　部　会
　創立40周年を迎えた当協会の歴史に心温まる思
いと誇らしさを感じております。
　記念展では、10支部の代表の先生方に出品を頂く
ことにしました。日頃より鍛錬を重ねておられる漢
字、かな、前衛書、近代詩文書など多彩な作品で創立
記念を祝いたいと思います。

美　術　部　会
　美術部会は、もくめの会（仏像彫刻）・大胡陶
芸クラブ（陶芸作品）・群馬美術家連盟（日本
画、洋画、建築）の3団体、会員約100人の部会
です。主な行事は、前橋市民芸術文化祭・美術
部会主管の作品展を昌賢学園まえばしホール
の大展示ホールで盛大に行っております。美
術部会に入会希望の方は、☎027-283-2745 
部会長山口までご連絡ください。

バ　レ　エ　部　会
☆美の総合芸術☆　バレエ！
　その魅力が多くの方へ伝わり、楽
しんでいただける舞台を創る為に
活動しています。

歴　史　部　会
　部会は、前橋市内で歴史に関係する学習団
体で構成されています。各学習団体の情報交
換で学習内容の向上を図ることを目標とし
ています。市民芸術文化祭に際して年一回歴
史講演会を開催しています。 大　正　琴　部　会

　大正琴は、日本で発明され大正元年、全
国で一斉に発売されました。哀愁ある音
色は、多くの人々の心をとらえ爆発的人
気を得たそうです。鍵盤があるので、音を
正確に出すことができ、初心者でも演奏
可能です。前橋市文化協会員として各会
員と交流をはかり、発展させていきたい
と思います。

茶　道　部　会
　茶道は一碗の茶を点て、客をも
てなすため、部会９流派のイベン
トを休止中です。令和４年度再開
の予定では、春に「前橋市民芸術文
化祭」参加の大茶会、秋に「まえば
し和の文化の集い」参加茶席を臨
江閣で、また、小中学生対象の「ふ
れあい教室」等の運びです。

映　像　部　会
　映像作品づくりは、「おや・まあ・なるほど」をモットーに。
素材の設定・構成・撮影・編集・BGM・語りにこだわり、見
て楽しく心に残る作品づくりに挑戦しています。

写　真　部　会
　写真部会は、7団体の支部により構成され、各支部独自の活
動をしている。
　人生100年時代と言われる昨今、写真を撮るという事は、楽し
く健康寿命を延ばす上でも、心技体を鍛える上でも、カメラさえ
あれば老若男女問わず誰でも出来る芸術活動だと考えている。

華　道　部　会
　前橋いけばな作家協会は、70年以上の歴史を
持ち、現在13流派の会員で構成し、前橋市文化
協会の華道部会として前橋市民芸術文化祭・和
の文化の集い・ふれあい体験事業等への参加。
前橋駅には1年を通して飾り花を展示。華道に
興味のある方ご入会をお待ちしています。

郷 土 芸 能 部 会
　前橋市郷土芸能連絡協議会は、郷土芸能を
発掘・保存・伝承し、市民文化の高揚を図るた
め、昭和55年に発足しました。
　神楽・獅子舞・囃子・古謡・語り物等の部会に
分かれ、毎年郷土芸能大会を開催しています。

八　木　節　部　会
　前橋八木節協会は、昭和56年に結成され、現
在は八木節を愛する22の団体から成ります。
各地区のお祭りや前橋まつり・市民芸術文化
祭・元旦の実業団駅伝など各種イベントに参加
し、八木節の振興と後継者育成を通じ明るく楽
しく元気な前橋づくりを目指しています。

俳　句　部　会
俳句短冊展
　日頃の作品を作者の手で短冊に
致しました。身の回りでの四季の
移り変わりや実生活での体験を表
現致しました。

邦　楽　部　会
　今回は、日本舞踊・詩吟との コラボレーションとなります。
“四季の彩”を共通の演目選び としました。
　日本人の心の内にある感性 を味わってください。

イロドリ
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文化活動、ここが魅力！




